
草
木
言
語
 之
時
 

常
陸
国
風
土
記
 

 
 

木
石
も
の
言
 う
 こ
と
が
あ
る
。
 

磐
根
木
 株
 草
葉
猪
熊
言
語
 

神
代
 紀
 

大
西
 

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
て
い
く
方
法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
 
国
 稚
し
」
の
 

「
世
界
」
の
伝
承
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
得
る
。
 

 
 

神
話
、
宇
宙
生
成
論
、
ア
ラ
ブ
ル
カ
 

、
、
、
 

I
 

「
草
木
舌
口
ま
叫
」
 

伝
承
 考
 

  (1) 



出
雲
国
造
神
賀
詞
 

 
 

祭
 ）
あ
る
が
、
㈹
と
略
同
じ
な
の
で
省
略
し
た
。
（
 

l
 ）
 

常
陸
国
風
土
記
信
太
郎
 

類
 -
 

 
 

 
 

狭
織
音
声
夜
着
火
 

 
 

 
 

カ
 ガ
ヤ
ク
 

常
陸
国
風
土
記
 香
島
郡
 

光
明
固
地
平
車
両
平
定
大
御
神
山
犬
 降
 供
奉
 

六
月
 晦
 大
祓
祝
詞
 

 
 

叩
問
志
 磐
根
樹
立
、
草
文
壇
 葉
轄
語
 上
呈
 

 
 

ペ
カ
 
ガ
ヤ
ク
 

 
 

 
 

天
 、
売
国
花
 利
 。
 

 
 

来
 神
名
称
三
晋
 都
 大
神
 -
 

 
 

  

巡
 二
行
葦
原
中
津
立
国
 -
 

和
ニ
平
山
河
 荒
梗
之
 

 
 

 
 

 
 

白
犬
 降
 来
、
造
二
立
国
家
 -
 之
神
地
。
 

欽
 明
細
十
六
年
二
月
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

っ
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
 

 
 

行
き
た
い
と
思
 う
 。
 

次
に
そ
の
詞
章
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
 

 
 

大
成
 能
ミ
呈
曳
 

神
代
 紀
 第
九
段
本
文
 

 
 

オ
 @
 ナ
ヒ
 

 
 

 
 

 
 

神
代
 紀
 第
九
段
第
六
の
一
書
 

 
 

ナ
と
テ
 

神
代
 紀
 第
九
段
本
文
公
 注
 

㈲
二
神
 遂
 謙
二
邪
神
政
草
木
石
 類
 （
智
己
半
丁
。
 

 
 

 
 

 
 

神
代
 紀
 第
八
段
第
六
の
一
書
 

 
 

能
 強
暴
。
愁
苦
口
 催
伏
 、
 莫
 。
不
二
和
順
Ⅱ
 

(2)   



「草木言語」伝承 考 

 
 

 
 

。
 記
 上
巻
の
例
を
あ
 

げ
る
。
 

 
 

 
 

多
在
 M
 是
 優
ニ
河
神
 -
 

 
 

m
 、
 駝
川
 

Ⅱ
二
言
１
 
宙
樺
弍
 

%
 

 
 

連
合
と
神
武
天
皇
の
征
戦
詞
章
に
も
頻
出
す
る
。
 

 
 

 
 

V
 は
、
そ
の
具
体
的
 

 
 

た
だ
し
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
 命
と
 荒
神
頭
心
神
の
関
係
は
 、
 何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
 

い
 。
そ
こ
で
、
津
田
左
右
吉
は
、
天
孫
降
臨
神
話
は
 、
 

 
 

の
 物
語
に
っ
な
ぎ
合
は
 

（
 
ワ
 
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

心
神
を
主
題
に
し
た
物
語
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

の
話
は
、
「
宗
教
的
意
 

 
 

 
 

は
 、
君
主
に
神
性
が
あ
 

 
 

 
 

ナ
ム
チ
の
命
が
日
の
神
 
  (3) 

II 

 
 

 
 

に
み
る
と
、
三
つ
の
 

 
 

 
 

三
 要
素
を
含
む
と
は
 限
 

 
 

神
 Ⅴ
、
八
平
 V
 を
欠
く
。
以
上
は
簡
便
の
為
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

葉
を
、
 
」
 っ
 一
 つ
検
 

 
 

問
題
が
あ
る
。
ま
ず
天
孫
降
臨
伝
承
を
二
つ
の
 異
 

 
 

に
 宗
教
的
意
義
の
）
荒
神
と
そ
の
平
定
の
伝
承
と
、
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
 0
 （
我
々
の
草
木
言
語
伝
承
は
、
前
者
 

 
 

て
い
な
い
。
）
 

 
 

物
語
の
結
合
は
自
然
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
 

 
 

 
 

意
味
し
て
お
り
、
つ
ま
り
は
、
「
皇
孫
」
が
宗
教
的
 

 
 

に
敵
対
す
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

存
の
文
献
の
筆
録
者
側
の
 、
 （
自
覚
さ
れ
た
）
意
識
 

 
 

一
貫
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 

 
 

の
話
 は
 分
離
で
き
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
す
な
 

 
 

離
し
て
見
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
 

を
 簡
明
な
形
で
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
 う
 。
 

 
 

理
 的
意
義
に
し
ろ
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
 

 
 

し
て
い
る
も
の
を
問
 う
 こ
と
に
も
な
る
。
 

な
る
伝
承
に
分
離
で
き
る
 可
 

「
 
オ
ホ
 ナ
ム
チ
の
神
服
 雄
み
 

の
 「
悪
神
克
服
の
物
証
 

岨
 
」
に
 包
 

は
 、
「
 荒
 ・
亜
 
い
 
」
が
、
「
 反
 

か
つ
政
治
的
権
威
で
あ
る
こ
 

こ
れ
は
古
文
献
の
論
理
と
し
 

か
ら
す
る
と
、
正
鵠
を
射
て
 

ね
 ち
、
我
々
の
関
心
に
即
し
 

る
 。
従
っ
て
 、
 我
々
の
問
題
 

っ
 た
の
か
ど
う
か
。
 

 
 

 
 

に
 結
合
せ
ら
る
べ
き
も
の
 

 
 

（
 4
 ）
 

の
で
あ
っ
た
。
」
 

 
 

 
 

る
 
一
種
の
反
逆
者
で
あ
 

 
 



「草木言語」伝承 考 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

。
従
っ
て
用
例
不
足
か
 

 
 

 
 

っ
ほ
 、
「
蝦
夷
等
昼
夜
 

 
 

 
 

 
 

平
を
、
 鴈
之
喧
 、
 鴈
之
 

 
 

 
 

 
 

喧
 」
と
あ
る
。
但
し
 、
 

㏄
 

（
 
6
 ）
 

 
 

 
 

 
 

怯
 
一
概
き
や
 種
醜
公
 

 
 

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
 

⑧
夜
着
着
擦
火
面
慣
習
㈲
 
昼
 若
狭
 蝿
 音
声
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 」
と
あ
る
ぐ
ら
い
 

中 上 時 夫 討 
で な し 々 用 し し 
" 視 か の " か て 

明 野 し 理 尊 し 行 
ら に な 解 用 、 く 

Ill 
か にれら 入がののそこ 混 別れと 
弁 っ 、 入 が ら が 

別 っ そ な 考 の 考 でき 
6 ず を よ れ に れ 
も " 明 る る は る 

。 次   の残確詰 はさに 議 さの 
弁 れ 弁 の ら ょ 

別 た 別 命 は う 

し 文 す 化 語 な 
て 献 る 、 0 間   
" そ " ぃ 的 あ 

と の 芽 は 変 ろ 
い あ 常 、 遷 ぅ   
に ま な 団 さ わ 
な の あ の ね ち 
ろ 姿 る 相 よ " 

ぅ で か 違 う 使 
。 検 は 等 。 わ 

討 不 が 神 れ 

し 可 考 事 る 

て 能 え 専 場 
い に ら 用 に 

く 返 れ の ょ 

こ い る 語 る 
と 作 こ の 区 
が 業 と 日 別 
弟 で で 常   

一 捗 あ るる化 あ 語っ ま 
で、   。 や り 

あ 我 伝 神 
る々 。 と 承 事 

過 と 

そ し 種 目 
め て で、 年寄 

生
活
 

め
 そ
 

ま
、
 

 
 

検
討
 の 以 の @ 



 
 

 
 

く
 姿
と
は
統
一
的
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
 今
こ
そ
は
声
の
嗅
る
が
に
 来
喧
響
め
 」
と
あ
る
。
 

（
 
7
 ）
 

 
 

 
 

。
（
咲
は
笑
の
古
字
で
あ
 

る
 o
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぅ
 意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

ハ
 ン
 
、
 聞
亡
旧
吉
一
俊
 

五
府
１
１
 

・
 
っ
ん
ぬ
首
 

 
 

 
 

た
 所
を
持
っ
語
で
あ
る
 

 
 

 
 

と
い
う
表
現
が
多
い
 

 
 

 
 

中
国
者
 伊
 多
久
 住
夜
芸
 
 
 

 
 

ど
に
、
こ
の
 サ
ヤ
グ
と
 

 
 

特
に
 、
 記
の
用
例
の
、
豊
葦
原
か
ら
入
稿
 因
 ま
で
は
、
 頒
辞
と
 考
え
ら
れ
る
こ
 

と
に
注
意
し
た
い
。
 

 
 

 
 

る
 。
 沢
 濤
人
 孝
 に
よ
 

 
 

 
 

た
 。
別
の
方
向
へ
は
、
 

 
 

 
 

じ
た
と
み
る
べ
き
で
は
 

（
 
1
 
0
 ）
 

な
 Ⅱ
 
リ
か
 
、
と
舌
口
っ
て
Ⅱ
 
リ
る
 。
 

て 6)   



「草木言語」伝承 考 

 
 

 
 

を
 二
言
 

口
う
ノ
 
た
と
支
げ
 取
 

 
 

 
 

ぅ
 意
味
だ
け
で
は
な
い
 

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

昔
、
自
然
の
声
を
 ぃ
 

（
 
け
け
 

）
 

 
 

 
 

啓
示
で
あ
っ
て
 、
 昔
は
 

 
 

 
 

こ
ろ
に
 喧
響
ひ
、
 
昼
は
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
 

㈲
星
音
 如
 五
月
 蝿
而
 沸
騰
 

 
 

㈲
 
昼
波
如
 五
月
雌
木
 沸
支
 

 
 

 
 

 
 

沸
す
 」
（
 允
 泰
紀
四
年
）
 

 
 

 
 

な
 状
態
を
言
 う
 ら
し
い
 

（
№
）
 

 
 

穂
国
 で
、
や
は
り
 頒
辞
と
 考
え
ら
れ
る
。
 

（
№
）
 

 
 

 
 

を
み
る
と
、
記
紀
の
 

 
 

 
 

り
、
 国
の
半
ば
を
満
し
 

 
 

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

記
 上
巻
 

加
工
葦
牙
 
-
 
因
二
筋
 腱
之
 初
 -
 面
皮
 神
 

 
 

見
ぃ
 出
せ
な
い
 
0
 
）
 

 
 

㈹
蛍
火
光
神
 

｜
 

㈹
夜
着
火
光
明
 国
 

  (7) 



 
 

 
 

0
 ま
た
、
 サ
 に
つ
い
 

(I) 

昼
波
 如
 五
月
 支
｜
 

蝿
 大
潮
 

 
 

的
 表
現
に
属
す
る
 語
 と
命
名
す
る
 

㈲
具
者
 如
 五
月
 
蝿
而
 沸
騰
 之
 

㈹
 
蝿
声
 邪
神
 

 
 

㈲
 
昼
 若
狭
 蝉
 音
声
 

  ） 

（
Ⅱ
㎎
）
 

る
 語
で
あ
る
。
」
 

（
け
口
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

で
は
推
し
量
ら
な
い
に
 

し
て
も
、
 ヵ
 ガ
ヤ
ク
は
、
神
威
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
 

 
 

は
 二
二
口
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

事
実
全
体
を
表
現
す
 

」
 
ヵ
 ガ
 ヤ
 

鎧
 、
光
明
ぎ
て
、
常
と
 

加
古
郡
）
。
 

ま
た
、
記
紀
に
は
、
 

豊
玉
姫
等
）
。
山
上
伊
豆
 

カ
 
ガ
ヤ
 

 
 

縄
の
光
明
、
柄
 熱
 き
て
舟
に
満
ち
ぬ
」
（
播
磨
国
風
土
 
記
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

 
 

カ
 ガ
ヤ
 

 
 

 
 

ぷ
 行
天
皇
の
）
 

御
 其
の
甲
 

 
 

ヵ
ガ
 

 
 

 
 

弓
を
射
る
と
、
「
元
和
 加
 

 
 

㈲
 
夜
波
 知
人
余
光
神
左
利
 

 
 

 
 

 
 

ム
ム
 
ス
ヒ
 
ノ
ミ
コ
ト
の
 



「草木言語」伝承 考 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

い
と
し
て
い
る
。
  

 

 
 

 
 

谷
 に
満
ち
、
「
荻
の
 

サ
ヴ
 

 
 

 
 

と
 大
猟
と
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

ノ
ツ
 ル
ギ
）
 と
呼
 。
 
は
 

 
 

 
 

と
あ
る
。
 

 
 

 
 

こ
れ
だ
け
で
ほ
 、
そ
 

れ
 以
上
は
わ
か
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

機
を
 、
一
般
的
に
は
 

見
 い
出
せ
な
か
っ
た
。
 

あ
る
い
は
、
個
々
の
言
葉
で
な
く
、
詞
章
と
な
る
と
、
 別
の
様
相
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

 
 

気
付
く
。
 

 
 

さ
 ち
る
。
そ
こ
で
、
 

ア
ソ
キ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
 万
 神
文
声
者
、
 
狭
 

蝿
 那
須
 満
 、
万
妖
 蒸
 発
。
 

 
 

 
 

象
 」
が
あ
る
と
し
て
 

（
㏄
）
 

（
下
れ
）
 

 
 

 
 

章
 を
み
る
と
、
㈲
の
 蝿
 

 
 

 
 

 
 

に
も
否
定
的
な
見
解
が
あ
る
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し 
沫， し 

い 
  

己
 

糸
 

ト
フ
 

ま
、
 

 
 

 
 

問
題
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

扱
 う
に
は
 大
き
な
 

で
あ
る
。
（
 
コ
ト
と
 モ
ノ
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
）
 

 
 

に
す
す
む
こ
と
に
 

 
 

い
 

 
 

く
こ
と
に
す
る
。
 

（
 
乃
 ）
 

 
 

・
詰
問
・
事
間
コ
ト
 ト
フ
 

 
 

 
 

0
 話
 問
 、
事
間
と
い
 

 
 

 
 

理
解
を
示
し
て
い
る
と
 

 
 

 
 

ヰ
 
%
 
甘
 
目
で
あ
る
。
）
（
 

4
 
2
 

）
 

  

  
いこ く ・ く 

さ の わ 

  
ぎり 

  
し ぎ ス 
な な サ 
い       

  の あるら 若一 ょ 、 
。 ス P   

ナ ""  ノ """" 

で ヲ つ 

  
の 天 に 

万 妖岩て のし 

の 結 戸 と   
び 調 百 

つ 章 神 
い の Z 
泊 こ 、 十 戸 

説 伝 狭 
を 藤 蝿 
百 全 部 
定 休 須 
す の 満 
る 中 と 
の で 万 
で の 妖 
は 位 と 

C10) Ⅰ 0 



「草木言語」伝承 

う の の 
と 新 和 佳 
し 羅 魂 吉 
て 進 を 三 

、 攻 祭 神 

  
れて 荒魂此一 ヵ F 、㌻」 

  
  
  

し 

お 

  
  

11 (11) 

考
  

 

ず
 神
功
紀
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

っ
 た
と
あ
っ
て
 、
 次
の
詞
章
が
あ
る
。
 

 
 

と
し
て
 師
 船
を
導
か
む
。
」
 

 
 

 
 

神
と
し
て
祭
り
鎮
め
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

 
 

る
と
、
「
平
に
海
を
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

 
  
 

美
物
 毛
鹿
物
 
和
布
荒
布
 

I
V
 

 
 

フ
ル
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 



も
う
少
し
別
の
面
か
ら
見
て
 

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
類
に
 

 
 

 
 暴

く
、
雄
健
し
と
さ
れ
、
 
ヲ
ウ
 

と
あ
る
よ
 う
 に
、
ア
ラ
ブ
と
タ
 

 
 

橘
守
部
の
説
を
引
い
て
、
 
荒
魂
 も
そ
れ
に
該
当
 

 
 

（
倭
建
命
、
熊
 曽
建
 ）
 
0
 ス
サ
ノ
ヲ
 の
命
の
性
は
 、
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
荒
僻
 
給
比
健
備
給
 （
遷
 都
崇
神
 祝
詞
）
 

 
 

は
 、
丈
夫
、
武
士
、
健
男
と
表
記
す
る
マ
ス
ラ
ブ
を
 
、
 

 
 

 
 

ぅ
 で
あ
る
。
明
確
な
反
 

（
竹
川
）
 

 
 

 
 

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

、
武
器
を
携
え
、
 
天
 

 
 

 
 

 
 

り
謙
 っ
た
え
る
。
「
 乞
 

 
 

 
 

 
 

串
 に
さ
し
て
路
傍
に
 
立
 

て
る
。
）
 

 
 

 
 

う
 。
（
万
葉
集
 6
 の
 一
 

 
 

 
 

 
 

な
 神
威
の
発
揮
が
祈
ら
 

 
 

 
 

の
で
は
な
い
こ
と
が
 注
 

 
 

 
 

魂
 荒
説
に
は
、
未
だ
考
え
 

る
べ
き
点
が
多
い
。
）
 

 
 

 
 

 
 

り
 」
と
呼
び
か
け
た
 

ブ
 
ラ
マ
サ
 

 
 

 
 

性
格
を
表
わ
す
だ
け
で
 

 
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

定
 し
て
い
る
。
 

(12) 12 



「草木言語」伝承 考 

ャま 、 草 

ア 木   
ブ ミ圧 ロ口 

/ レ " 言百 司 
が 、 土 早 

ァ に 
シ お 

よ い 

り て 
  
万 八 
的 荒 
は 神 
多 V 
い に 

  区 
分 
げ 
さ 
れ 
る 
き五   
は 

荒 
振 

神、 

荒 

梗、 

邪 

神、 

ヰ士 フ元 

国、 

荒芭 、 

強 
暴 
で 

あ 
る 

司 『 l 

と 

し 
て 

Ⅰ 3  (13) 

V
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ム
 「
度
は
、
「
発
揮
」
と
い
う
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
 

 
 

（
 
駿
 ）
 

 
 

次
に
あ
げ
る
吉
野
裕
子
氏
の
見
解
は
興
味
深
い
。
 

 
 

て
い
る
状
態
を
さ
す
舌
口
薬
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
ア
ラ
 

あ
 

 
 

 
 

る
 

 
 

、
生
命
力
の
活
動
を
意
味
す
る
「
 ァ
ル
 」
（
盛
る
）
を
 想
 

（
Ⅱ
 
叩
 
）
 

（
 
縫
 ）
 

 
 

る
 
（
荒
廃
衰
亡
）
の
四
 つ
に
 分
け
て
い
る
が
、
岩
波
古
語
辞
 典
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

@
.
:
7
p
p
 

し
 
・
 
@
 

且
 

し
れ
な
い
。
 

  

強
力
」
と
い
う
部
分
に
 

る
 。
 

」
は
外
に
顕
現
す
る
こ
 

が
 、
こ
れ
に
対
し
て
、
 

定
し
 、
ア
ル
の
古
義
と
 

は
、
 荒
る
と
離
る
は
起
源
 

館
真
屋
 繭
 鹿
革
 

伊
豆
１
 

乎
 

の
 余
裕
を
持
た
な
い
。
 

あ
る
と
ほ
舌
口
え
る
か
も
 



 
 

接
 的
に
表
わ
れ
て
い
る
点
で
際
立
っ
て
い
る
。
 

 
 

型
に
分
類
で
き
る
。
 

㈲
㈲
と
併
記
さ
れ
て
い
る
 神
 。
 

㈲
山
河
の
荒
神
。
（
㈲
と
重
な
る
場
合
も
あ
る
）
 

 
 

神
と
理
解
さ
れ
て
い
る
 神
 。
 

 
 

る
神
 。
 

 
 

 
 

(
1
)
 

 
 

 
 

の
ほ
 

 
 

 
 

貢
す
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
・
 

 
 

 
 

記
の
 

 
 

考
え
て
み
よ
う
。
 

は
 、
八
荒
（
 ヤ
モ
 

る
か
域
外
に
在
る
 

る
近
い
者
を
熟
眠
 

対
象
に
命
名
し
て
 

ま
ま
に
受
け
止
め
て
 

㈲ 荒 
夫 
琉 
蝦 
夷 

%
 
片
肌
 

ヒ
 
か
搭
 

@
.
@
 

Ⅲ
 
二
荒
城
兼
備
 

流
 蝦
夷
（
 

3
 
7
 
）
 

 
 

（
 敵
 （
 安
多
 ）
、
元
悪
、
 

 
 凶

徒
、
  

 
暴
逆
 、
 

 
 

四
 %
 
、
邪
鬼
）
 

 
 

を
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

㈲
荒
天
涜
神
 
荒
 振
袖
 
荒
振
 園
神
荒
神
託
 

荒
神
 
異
神
 
１
１
 
悪
神
（
残
賊
強
暴
積
悪
神
）
 紀
 

風
土
記
 

荒
 振
袖
荒
神
 
荒
梗
鹿
猛
神
 
（
 
6
 
3
 

）
 延

喜
式
祝
詞
 

荒
 振
袖
荒
布
留
袖
 

神
と
人
と
に
分
け
る
。
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（
㎎
）
 

 
 

 
 

や
 官
兵
に
近
い
が
、
 注
 

 
 

 
 

り
 去
っ
て
い
く
の
で
は
 

 
 

こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

す
る
。
山
河
荒
神
を
 コ
 ト
ム
 

 
 

 
 

神
 
（
 
白
猪
 ）
な
ど
も
こ
の
山
河
 

一
 

 
 

 
 

住
吉
三
神
の
神
語
と
し
て
、
 

r
  

 

」
と
あ
る
山
河
の
神
と
同
じ
 神
 な
の
か
不
明
で
あ
る
。
 つ
ま
り
、
一
般
に
自
然
 

    (15) 

（
 
蛇
 ）
 

 
 

」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
万
葉
集
で
は
、
 ア
ラ
ブ
は
 ウ
ト
ブ
 の
音
 ゅ
 

 
 

 
 

て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

く
こ
と
」
で
あ
る
。
（
 
こ
 

 
 

」
の
意
味
の
 
ア
ラ
 を
 ト
ホ
ザ
ヵ
ル
 と
し
て
い
る
。
）
（
 

即
 
）
（
 

蛆
 ）
 

 
 

や
 妹
で
あ
る
。
 

Ⅱ
の
二
八
二
二
 

 
 

っ
そ
 居
る
 

2
 の
 一
セ
二
 

 
 

ず
と
も
 

 
 

 
 

く
て
も
近
寄
れ
な
い
 

 
 

 
 

て
い
る
。
（
君
は
月
並
 
皇
 

 
 

 
 

る
語
 と
し
て
、
 ニ
キ
ブ
 が
 

 
 

 
 

相
対
す
る
語
で
、
馴
れ
 



神
と
さ
れ
、
和
辻
哲
郎
が
「
祀
ら
れ
る
 

で
な
い
。
要
す
る
に
一
見
理
解
し
や
 す
 

㈹
の
風
土
記
に
頻
出
す
る
ア
ラ
ブ
ル
 

記
基
 建
部
 姫
 在
郷
 条
 、
「
昔
者
、
此
の
 

こ
の
 ょ
う
 に
明
確
に
ア
ラ
フ
ル
神
と
 

 
 

表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
は
 

フ
ル
神
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
神
が
あ
 

考
え
ら
れ
る
。
 

こ
の
㈹
と
㈲
の
ア
ラ
フ
ル
神
は
 、
和
 

主
神
、
御
諸
山
の
神
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
）
 

こ
に
生
き
た
人
々
に
即
し
て
と
い
う
点
に
 、
 

も
 、
「
祀
り
」
の
方
に
注
目
す
る
と
、
 

が
 祀
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
 

内
の
 カ
ミ
 で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
 

成
っ
た
の
か
と
三
口
 
ぅ
と
、
や
ほ
り
 未
だ
 

で
あ
る
。
 
荒
 魂
の
場
合
も
 、
 鎮
ま
っ
て
 

荒
神
を
荒
魂
を
持
っ
た
神
と
す
る
 説
 

能
 性
を
持
っ
と
す
る
原
田
敏
明
の
考
え
 

 
 

 
 

ぇ
 ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
 氏
憶
 
大
物
 

え
て
よ
い
か
疑
問
が
残
る
だ
け
で
な
く
、
 そ
 

 
 

要
 で
あ
る
が
）
こ
こ
で
 は
 、
タ
タ
 リ
 よ
り
 

 
 

」
れ
ら
の
神
々
 は
 結
局
は
そ
の
地
の
人
々
 

 
 

い
 （
 
よ
う
 に
見
え
る
）
と
ほ
い
え
、
共
同
体
 

 
 

そ
れ
で
は
人
間
に
馴
致
さ
れ
た
 ヵ
ミ
 に
 

 
 

祀
ら
れ
て
い
る
と
 受
 げ
と
る
方
が
自
然
 

和
魂
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
 

（
 
蝸
 ）
 

 
 

の
 、
あ
ら
ゆ
る
神
が
ア
ラ
ブ
ル
神
の
可
 

 
 

資
料
を
我
々
は
持
た
な
い
。
し
か
し
、
 

（
 
何
 ）
 

 
 

神
 等
々
と
同
じ
神
を
い
 う
 の
か
明
ら
か
 

い
こ
れ
ら
の
神
は
 
、
 未
だ
検
討
不
足
と
言
え
る
。
 

 
 

い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
肥
前
国
風
土
 

 
 

半
は
凌
ぎ
 、
 半
ほ
殺
に
き
。
」
 

 
 

景
 と
す
る
者
）
に
よ
っ
て
 鎮
 正
さ
れ
た
と
 

 
 

記
し
て
い
た
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
）
 
ア
ラ
 

 
 

サ
カ
ヒ
メ
 も
そ
の
よ
う
な
神
で
あ
る
と
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「草木言語」 

地 
権 
童 

「 草 
太一   
  
き五 

拍之 

時 
が 
  

特 
月 Ⅱ 

な 
" - % -"- テ訂 Ⅰ 

立 耳 
と 

し 
て 
浮 
か 
び 
上 
  
て 

@ 

る 
  

17 (17) 

 
 

 
 

、
支
配
し
ょ
う
と
す
る
 

 
 

 
 

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
 

 
 

 
 

そ
も
そ
も
こ
の
「
祀
る
 一
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
、
（
後
に
述
べ
る
 

 
 

 
 

ア
ラ
フ
ル
カ
ミ
と
呼
ん
 

 
 

 
 

に
 明
ら
か
で
は
な
い
。
（
 

g
 

 
 

 
 

々
の
意
識
で
あ
り
、
 そ
 

 
 

そ
こ
が
肝
心
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

な
い
。
し
か
し
、
 少
 
 
 

 
 

）
は
、
本
来
、
 コ
 ト
ム
 

 
 

 
 

配
の
論
理
か
ら
す
る
 命
 

名
 
（
レ
ッ
テ
ル
）
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

あ
る
。
同
様
に
影
響
 

 
 

 
 

。
そ
こ
で
、
同
じ
語
彙
、
 表
 

 
 

 
 

 
 

天
地
割
判
文
代
あ
る
い
 は
天
 



 
 

の
 二
つ
に
近
い
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

 
 

は
 、
大
弓
貴
 め
 「
 
経
 

 
 

 
 

な
る
（
津
田
左
右
吉
の
悪
 

 
 

 
 

 
 

よ
 く
覆
っ
て
い
る
の
だ
 

 
 

 
 

は
 無
視
で
き
な
い
（
出
雲
 

 
 

 
 

の
 記
事
で
あ
る
が
、
「
 
古
 

 
 

 
 

と
す
る
と
、
㈲
の
二
神
 

 
 

 
 

㈲
は
出
雲
直
裁
 遠
 

 
 

 
 

千
恵
に
対
す
る
蘇
我
 臣
 

 
 

 
 

こ
の
点
を
考
え
る
と
、
 

 
 

注
意
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

ぅ
 明
白
な
 頚
辞
 が
あ
る
 

（
 
9
 ）
 

サ
 
ヰ
ム
 
十
月
・
Ⅴ
 

Ⅰ
 
ム
 ）
 0
 
）
 

1
8
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 
 
  
 

V
 

 
 

 
 

 
 

ろ
 う
と
 推
定
し
て
い
 

 
 

 
 

断
 さ
れ
て
い
る
わ
け
で
 



「草木言語」伝承 考 

 
 

 
 

㈲
㈹
で
あ
る
と
い
う
 

こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

し
も
考
え
る
必
要
が
 

 
 

 
 

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ノ
ヲ
 の
 命
 、
天
の
岩
 

 
 

 
 

 
 

笛
生
成
論
は
特
殊
な
 

 
 

 
 

類
の
表
現
と
さ
れ
、
 そ
 

 
 

 
 

流
之
時
 、
 如
 二
章
 

ア
 
/
 
矛
 
カ
ビ
 
一
因
二
萌
 

 
 

 
 

 
 

 
 

的
中
央
知
識
人
的
色
 

 
 

 
 

と
か
ら
来
よ
う
。
し
か
 

 
 

 
 

い
 

 
 

 
 

か
ら
す
る
と
、
そ
れ
 

 
 

 
 

ハ
 
か
ら
す
る
と
、
「
 稚
 」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
先
の
「
国
権
」
は
 紀
 

国
は
 秋
野
の
 稚
国
 な
る
 

に
 所
 居
て
、
水
葉
も
稚
 

ヰ
 

.

.

.
 

ナ
 
@
7
 
ヵ
 
ャ
ヵ
 19 (19) 



（
 
鵠
 ）
 

 
 

し
触
 

 
 

ま
、
 

ャ
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

薄
な
 

一
口
わ
 

 
 

る
る
 

（
刀
山
）
 

い
る
。
）
 

 
 

る
 

（
故
山
）
 

 
 

」
 れ
 

 
 

お
り
 

（
㏄
）
 

現
す
る
と
い
う
見
解
は
留
保
付
き
で
あ
る
。
 

 
 

生
 
Ⅱ
 

Ⅱ
 
ユ
 

 
 

考
え
 

 
 

う
 な
水
準
で
意
識
 

 
 

あ
る
と
す
る
見
解
 

 
 

こ
と
で
は
な
く
、
 

 
 

こ
と
に
も
表
わ
れ
て
 

 
 

「
王
化
」
以
前
 

 
 

ほ
 。
 
ほ
二
 
二
口
え
 
ろ
 こ
と
 

 
 

る
 水
準
で
ほ
 、
簡
 

（
杣
り
）
 

 
 

始
源
的
混
沌
を
表
 

 
 

生
成
論
と
し
て
は
、
 

ら
れ
る
。
 

は
 
一
応
こ
の
「
混
沌
」
を
認
め
る
と
し
て
）
混
沌
に
 、
 

は
 、
ど
う
い
う
事
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

一
般
に
、
宇
宙
生
成
神
話
 は
 、
混
沌
か
ら
秩
序
 

 
 

稚
 」
が
 伴
 な
っ
て
い
る
こ
と
 

 
 

、
大
筋
と
し
て
ほ
そ
 う
 理
解
 

 
 
 
 

（
 品
 ）
 

 
 

 
 

と
す
る
が
、
（
こ
こ
で
 

 
 

 
 

例
 を
み
る
と
、
「
 稚
 」 

 
  

 
 
 

が
頒
辞
 で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
 

 
 



「草木言語」伝承 考 

 
 

 
 

一
 

 
 

 
 

「
 ア
 

 
 

 
 

性
は
 

 
 

 
 

認
め
 

 
 

 
 

 
 

て
こ
 

（
 
3
 ）
 

っ
て
い
る
が
、
 
こ
 

ニ
 ミ
ズ
ム
」
は
心
 

、
仔
ゴ
 
の
 す
 の
 目
 e
 Ⅱ
 い
わ
 

て
い
な
い
と
考
え
 

0
 間
 題
 が
大
き
な
 

 
 

く
か
と
い
う
こ
と
を
、
 

極
く
 簡
単
に
考
え
て
み
た
い
。
 

 
 

 
 

 
 

な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 天
地
創
成
時
の
世
界
に
属
し
、
そ
の
世
界
 は
 
「
 稚
 」
 0
 世
界
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
 

 
 

重
ね
た
も
の
で
あ
り
、
か
っ
 、
 我
々
は
「
草
木
言
語
Ⅰ
 

 
 

 
 

残
っ
て
し
る
と
言
わ
さ
る
を
得
な
し
 

、
 

・
 

。
（
 

1
 
6
 

、
 ）
 

 
 

 
 

「
 稚
 」
に
通
 う
 も
の
 

後
者
は
、
「
支
配
の
論
 

フ
等
の
八
草
木
言
語
 V
 

さ
ら
に
は
、
八
荒
神
 V
 

ル
 」
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
 

の
世
界
を
い
く
ら
か
 
垣
 

す
る
と
、
少
な
く
と
も
⑬
㈲
の
「
 草
 室
主
日
ま
 

拍
 
」
は
 、
 

 
 

で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、
 21 (21) 



注
 

 
 

 
 

集
は
中
西
遊
校
注
講
談
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

 
 

（
 5
 ）
日
本
思
想
大
系
本
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
筈
。
 

 
 

三
年
に
拠
る
。
 

 
 

 
 

初
五
三
年
、
一
二
五
ぺ
ー
ジ
。
 

（
 9
 ）
岩
波
古
語
辞
典
、
昭
和
五
 0
 年
に
拠
る
。
 

 
 

年
 、
四
五
 ぺ
一
ジ
 。
 

 
 

和
 四
九
年
、
一
六
六
ぺ
ー
ジ
以
下
。
 

 
 

 
 

文
庫
、
昭
和
五
四
年
、
 

一
二
一
ハ
 

し
 。
 
へ
｜
ジ
 。
 

 
 

、
六
六
 5
 七
ぺ
 ー
 ジ
。
 

（
 M
 ）
同
日
漢
字
の
世
界
 口
 2
 、
三
七
ぺ
 ー
 ジ
。
 

 
 

、
昭
和
四
六
年
、
三
五
五
ぺ
 
ー
 ジ
。
 

（
 M
 ）
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
、
九
六
ぺ
ー
ジ
。
 

 
 

九
年
、
六
二
ー
三
ぺ
ー
ジ
。
 

 
 

五
年
、
二
七
 0
 ぺ
ー
ジ
。
 

ャ こ も 意 
  、 味 

そ 我 を 
う 々 持 
評 は っ 

さ も て 
れ う い 
た 少 る 

こと 対象し、 
を こ を 

、 の 示 

よ 「 唆 
リ ア す 
明 二 る   
な ズ こ 

概 ム の 
金 的 我 
で 」 々 

捉 と の   
す て 殊 
こ い 事   

、 柄 か 
我 を ら 

々 検 し 
の - 訃 寸 て 
課 す も 

題 る   
で 心 ま 

あ 要 た 

宗教 る 。 総が ） あ 

る - 
。 般 

暖 と 

昧 ぃ 
v=  う 

ア こ 

一 一 と   
ズ 考 
ム え 

的 る 

と 上 
せ か 

ず ら 
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（
㎎
）
折
口
信
夫
前
掲
 

書
 、
三
五
四
ぺ
ー
ジ
。
 

 
 

 
 

 
 

有
情
 
宣
 、
昭
和
五
二
年
所
収
、
参
照
。
 

 
 

一
七
二
。
 

へ
｜
ジ
 

以
下
。
 

 
 

国
史
大
系
本
日
本
書
紀
も
同
様
で
あ
る
。
 

（
 
袖
 ）
折
口
信
夫
前
掲
第
九
巻
、
二
六
一
 

ち
 二
ぺ
ー
ジ
。
 

 
 

 
 

 
 

八
年
、
三
一
 

セ
 ペ
ー
ジ
。
 

 
 

書
房
、
昭
和
五
一
年
、
一
 

0
 四
ぺ
 
ー
 
ジ
に
拠
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

承
 

伝
 
ム
 

 
 
 
 

"
 
圭
三
」
 

。
 
ロ
 
口
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

り
 
多
い
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

講
社
、
昭
和
四
五
年
、
一
 

セ
三
 
、
一
三
二
ぺ
ー
ジ
。
 

 
 
 
 

r
 

 
 

岩
波
書
店
、
昭
和
三
七
年
、
五
六
ぺ
ー
ジ
。
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津 規律『 そ田ぃ同 

  

  

ら   

    

機セ 
を四   
見 ち 

い五 
  出ぺ   

せ l   
る ジ 本 磯こ と 民 
  族 築年 ノ 、 

ふノ 

文 
  イヒ 

  
  

  

の 養二 、 九 一 題 
と 

研 
@  一 と 

自 平太 
体、 究 」 凡ぺ なる 八ぺ 

慶 社   @. 
  が、 

支   
配 友 昭参     

社、 
  

の       

論理 昭 
で， 

和 九 は 
の 

傾 Ⅱ 

四 年、 そ 

七   の 

あ 死 」 
に 

年 余 
も、 所 八 裕 

四、 が   先 収 。 な 
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「草木言語」伝承 考 

 
 

 
 

討
 さ
れ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

田
 慶
治
 日
 カ
ミ
 と
神
ヒ
 

講
談
社
、
昭
和
五
九
年
、
八
一
。
 
へ
｜
ジ
 参
照
。
 

 
 

八
年
、
五
七
 ち
 八
ぺ
 ー
 ジ
。
 

 
 

ト
計
 

ア
 0
 ロ
・
（
 
こ
 。
口
ロ
。
 

申
 @
 円
 。
 ゴ
コ
 客
 E
 Ⅱ
Ⅱ
が
 

ぺ
 ・
Ⅰ
の
。
㏄
）
 

，
づ
 ・
㏄
㏄
 

0
.
 

ヮ
ト
ぎ
 ・
 な
 と
れ
、
 
古
 

 
 

シ
 参
照
。
 

 
 

三
 。
 
へ
｜
ジ
 。
 

 
 

 
 

「
コ
ス
モ
ス
の
 
思
 %
 ぬ
 
」
 

「
 
力
 、
 
、
、
 

0
 人
類
学
」
等
）
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る
 。
 

は
 尊
師
の
呪
術
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

家
学
、
信
仰
の
 

 
 

概
念
 

 
 

（
の
 
日
 w
q
 
村
の
）
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
あ
っ
て
 、
 

 
 

 
 

あ
り
、
ス
マ
ー
 

 
 

 
 

遊
行
者
の
バ
ク
 

 
 

 
 

を
も
つ
。
こ
の
 

 
 

 
 

の
母
 で
 ）
と
坪
 

  

  
特 解 字且 
に し的 

本稿 影響 よう 視点 

力 とかは   
つ も シ ン 

、 ン の ャ カ 

ュ で シ ラ 

リ あ 力 を   
l 本 ヴ と 
リ 稿 ェす 

ィ 曽で l る 
院取ダヴ   
（ り l - @ 

  
  目 ミ はに 、 お タ 宗 

    
ノ ン 実 「 

井   
  

信
仰
の
概
念
と
現
実
 

 
 

序
説
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｜
 Ⅱ
 
収
 
0
 ）
の
 ア
 
T
 一
一
一
二
刀
 

 
 

 
 

の
か
に
つ
い
て
は
、
 殆
 

 
 

 
 

単
体
系
か
ら
は
出
て
こ
 

 
 

 
 

理
解
は
不
充
分
で
あ
 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
、
シ
ャ
ン
 

 
 

 
 

哲
学
と
そ
の
宗
教
伝
統
 

 
 

面
 に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

ぅ
 の
で
は
な
く
、
 そ
 

 
 

 
 

具
体
的
信
仰
の
様
相
に
 

 
 

 
 

を
 問
題
に
す
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

者
は
ま
ず
、
筆
者
自
ら
 

 
 

 
 

げ
る
人
々
の
信
仰
の
営
 

 
 

 
 

か
ら
、
本
稿
は
哲
学
文
 

 
 

 
 

ヤ
 ン
カ
ラ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
 

 
 

 
 

宗
教
現
象
学
的
パ
ー
ス
 

  

序
 



信仰の概念と 現実  
 

 
 

ダ
 ー
ン
タ
伝
統
に
お
 け
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
も
、
特
に
力
を
も
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
（
 

1
 ）
シ
ュ
リ
ン
 

 
 

 
 

僧
院
は
王
族
や
庶
民
 層
 

 
 

 
 

心
と
し
た
宗
教
伝
統
は
 

 
 

 
 

日
目
荻
 と
と
呼
ば
れ
る
。
 

 
 

 
 

庶
民
（
お
も
に
家
住
者
 

 
 

 
 

ラ
 ・
 
一
 
（
の
曲
コ
 

カ
 が
㍉
ゆ
の
曲
Ⅱ
 

せ
曲
 
）
 

 
 

 
 

時
に
、
ス
マ
ー
ル
タ
派
 

 
 

 
 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
有
名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

礼
者
が
後
を
断
た
な
い
。
 

 
 

 
 

か
 。
仏
教
に
お
け
る
 

 
 

 
 

の
る
い
ほ
 

七
 

で
 q
P
 
の
 
曲
守
 

（
 
0
 
乙
 
）
 

 
 

 
 

｜
 （
 
ぬ
 
q
p
 

年
年
 

甘
囲
 
）
の
五
 %
 
が
 

 
 

 
 

ハ
 ク
テ
ィ
を
手
掛
 

 
 

 
 

に
す
る
。
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カ
ー
（
㌧
 
曲
 三
目
 由
 
p
n
 

岸
の
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゴ
せ
仁
っ
ゅ
 

Ⅱ
 曲
 
）
で
あ
り
、
 

 
 

｜
 と
は
解
脱
を
示
す
 宗
 

 
 

、
そ
の
主
体
は
お
も
に
 

（
 
ワ
 
7
 
）
 

 
 

 
 

り
 方
と
し
て
の
「
信
仰
」
 

日
チ
 

シ
ャ
 

 
 

Q
 ぬ
 ぜ
り
 
憶
 Ⅰ
 さ
逆
 
Ⅰ
 荘
轄
キ
由
 

小
遣
）
に
よ
れ
ば
、
 

 
 

 
 

の
 教
え
を
肯
定
す
 

（
 
二
し
 

）
 

る
 判
断
で
あ
る
。
 

（
Ⅰ
 

0
 ）
 

 
 

 
 

あ
る
。
シ
ャ
ン
 
カ
 

（
 
ノ
片
 
）
 

 
 

れ
と
反
対
の
判
断
の
こ
・
と
で
あ
る
。
 

シ
ャ
ン
 カ
 

て
 、
シ
ュ
ラ
 

ハ
 ツ
、
ド
 
・
 ア
 

に
 規
定
し
て
 

シ
ュ
ラ
 

 
 

 
 

に
お
い
 

（
つ
し
）
 

 
 

 
 

ば
、
 「
ブ
リ
 

 
 

 
 

次
の
よ
う
 

い
る
。
 

 
 

 
 

肯
定
す
る
 

I
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信仰の概念と 現実  
 

 
 

り
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

出
て
く
る
シ
ュ
ラ
ッ
 

（
 
皿
 ）
 

 
 

 
 

シ
ャ
ン
 ヵ
ラ
 が
 著
わ
 

 
 

 
 

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
 

に
ょ
 れ
ば
、
 

 
 

 
 

っ
て
、
そ
れ
を
 通
 

（
Ⅱ
 
@
 

 
 

信
 ）
と
呼
ば
れ
る
。
 

 
 

 
 

ュ
 ラ
ッ
 ダ
 ー
と
は
 ブ
 ラ
 

 
 

 
 

る
 。
六
徳
と
は
静
穏
 

 
 

 
 

専
心
（
の
の
 
2
%
 ゴ
囲
コ
さ
 

（
Ⅱ
 

イ
 
）
 

 
 

 
 

に
は
、
聖
典
と
師
匠
が
 

 
 

 
 

あ
る
。
も
し
も
シ
ュ
ラ
 

 
 

 
 

な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
 

 
 

 
 

要
目
（
 の
 さ
 ぺ
更
 
Ⅰ
 建
馬
 
荘
田
 
ミ
 叶
も
・
 

 
 

の
 シ
ュ
ラ
ッ
 ダ
 ー
の
必
然
性
を
 、
 

 
 

 
 

 
 

到
る
た
め
の
前
提
 

条
件
で
あ
る
。
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く
 生
ぜ
ら
れ
る
べ
 

 
 

 
 

場
合
は
在
り
得
な
 

マ
 O
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
と
に
関
し
て
、
 

 
  

 
 
 

よ
っ
て
円
な
さ
れ
る
 U 。
 

 
 

と 

- 一 Ⅰ - - 己 

か が 
し、 対的力し 信を ょ、 
実 。 も さ   ロ な る い 

は か   
徒 に り """ し "   
  信 を （ 筆ょシ 

も 者 っ ュ 
て 注 て ぅ 
」   の ッ   

な 
安奈千 羽   

い 。 n 解   
す     

ま ・ 間 次 

も ％   き 包目よ のの 
Ⅰ ン く 的 ぅ 

異 ト 
  戸 に 

7%  よ "" フ ど ． す 説 
  デ な 明 

      
偉 
大 
な 
る 

魂 
ま 

  
  

力， し 

サま   
護 
符 の に 

ヮこ で、 と ナ， し   
対 あ っ 

の 

す る て 
る   むま 

信   
213  を 2 Ⅰ 2  目 れ 1 な り ・ れ 0 

も 的 絶 待 
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お
の
と
か
説
明
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

目
フ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぃ
目
 圧
す
の
 圧
へ
 
E
 由
オ
 0
 片
田
 オ
の
コ
 0
 ロ
せ
 
の
の
Ⅰ
 
ム
づ
停
珪
 
Ⅰ
の
の
 燵
臣
隼
 
ヰ
オ
 
の
 
キ
 0
 Ⅱ
隼
の
 0
 片
白
下
の
 

 
 

 
 

 
 

ッ
ダ
 ー
を
「
聖
典
の
 

(3) 対わ なャて ンいシ がりこ で れ 

は 真   

限 (1) の ス ッ 、 頒 著 者 
疑 理 
い の 

定 聖 世 マ ダ 人 の な は の 叙 
さ 典 界 l l 格 な る 主 余 述 
れ や 往 か の 的 か 人 事 地 は 
な 師 服 タ 対 な で 々 神 は 人 

な 々 
い の 

213  つ じ   信 

を 
若 

ひき 

起 
  
す 
原 
因 

  

行 ぬ マ ラ 魂 の 葉 脱 であ 

る ｜ダ 者の ロベ ダ ッ ）対にに に 象対到 と も ヴ @ も を す っ @ 
  
    

  

  
  

  が     主 
珪 T ' 
神 

  の 

宰 
  

典 う 
    
  
葉 

  
  であ 

武臣木口 る 
ナ - し 

と め 
同   
じ 

  

であ 

ゾて 

の 

る 真 
理 

そ 
の に関 

216  し 

  め プ 



ハ
 ク
テ
ィ
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
体
系
に
お
い
て
は
、
 

 
 

フ
マ
ン
（
の
 P
 抽
 /
 巾
曲
 
・
 

 
 

 
 

通
り
に
バ
ク
テ
ィ
を
 説
 

 
 

 
 

 
 

よ
っ
て
特
徴
 づ
 げ
ら
れ
 

 
 

 
 

」
（
古
ゆ
 
コ
巴
と
 。
ハ
ク
 
テ
 

め l タ の な ッ で に れ 
努 わ 

はか は タ 派語っ 知をた ダあ l る め れ 
、 庶 識 よ り が が な す 

げ べ   れ て 
o に リ ば は   な 祈ぎ 

め て だ す れ 訳 ト も り ク 

  

と ュ   ャ ス と の 用 いれ行 と 
進 ラ シ ン マ 

I I ま l ユ カ @   ぅ 必 
げ 語 ッ の タ ャ 統 て に 須 

努 な   ぬ ち 
な っ は や 民 ぅ げ 「   の 

ら て 別 法 は の る 信 ま で、 
な い 染 典 シ 使 の 愛 た る 
い る み に ュ つ と 」 る 

主   
宰 わ 
神 れ 
の わ     g 、 れ 
寵 は 

ゲ l あ る程 る つ味神は いで へ 。 。 に 賢 

ふ 者 
さ や 
わ 偉   し 大 
い な 

  に 恵 
タ 識 英 が 宗 し 宙   み 
低 層 語 な 教 て ビ   し な 

た 愛   が け 
信 々 も も ね 。 は っ な 
仰 は 受 し り こ シ 
の か げ ろ と の ュ 

  
概 り て 再 い よ う 救 は 
余 で い 三 ラ ラ ッ い な 
の な る 、 広 に ダ   
深 く ス バ い     

な ら 

得 た 
究   マ ク 概 シ の る い 
の ス l テ 念 ュ こ よ 。 

た マ ル イ に う と ぅ わ 
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の
 悟
得
に
到
る
た
め
の
直
接
的
な
（
内
的
な
）
手
段
 

一
 
と
み
な
し
て
い
る
と
説
明
し
、
 

さ
ら
に
、
 

35           

と 現実  
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

と
し
て
、
解
脱
に
 到
 

 
 

 
 

マ
ニ
 
は
キ
ハ
弥
ゑ
尊
重
さ
 

 
 

 
 

し
な
が
ら
も
、
彼
の
哲
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
 

 
 

さ
れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 

 
 

（
 
の
ぺ
 
が
の
 
づ
曲
 
Ⅱ
 
仁
つ
 

㏄
目
白
・
１
１
 

（
 
の
一
）
 

お
目
 ミ
田
日
日
）
が
バ
ク
テ
ィ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

ハ
 デ
ー
シ
ャ
・
サ
ー
ハ
ス
リ
ー
 白
 （
 自
 む
さ
簿
馬
小
口
 

め
鮨
 
⑧
Ⅰ
 
め
ふ
 
）
 に
 出
て
く
る
冷
色
色
 ゴ
甲
 

 
 

 
 

則
 し
、
宗
教
的
な
関
わ
 

 
 

 
 

ょ
 れ
ば
、
 

 
 

 
 

 
 

）
、
す
な
わ
ち
尊
崇
 

（
 
ん
 ）
 

 
 

 
 

 
 

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
い
ら
 ス
 

 
 

 
 

ヵ
ラ
 は
自
ら
の
哲
学
的
 



の   派 だ 視 と 

な ゥ と と す と と 

 
 

 
 

思
惟
（
日
の
目
 
P
 コ
が
 
）
 

 
 

 
 

の
 モ
チ
ー
フ
を
 重
 

 
 

 
 

と
っ
て
最
も
重
要
 

 
 

 
 

｜
 （
㏄
 
す
 ゆ
目
 
ゅ
曲
 
）
 

（
 
篆
 ）
 

 
 

 
 

ア
 ー
 ラ
 ニ
 ャ
カ
 

 
 

 
 

（
 
お
ち
 ）
と
の
対
話
 

か
に
出
て
く
る
。
 

 
 

 
 

恕
 さ
れ
る
べ
 き
 も
 

 
 

 
 

さ
れ
る
と
き
、
 こ
 

（
 
6
 ）
 

っ
て
説
明
さ
れ
て
 
し
イ
ハ
で
 

Ⅹ
 

O
 

 
 

 
 

す
卸
コ
の
 

）
と
し
て
規
定
し
 

 
 

 
 

者
の
宗
教
的
関
わ
り
を
 

 
 

 
 

 
 

い
る
。
し
た
が
っ
て
 、
 

 
 

 
 

的
な
信
愛
あ
る
い
は
 敬
 

 
 

 
 

ィ
は
 瞑
想
（
 コ
 区
ニ
 プ
 Ⅱ
 W
,
 

 
 

 
 

」
と
し
て
、
 世
師
に
ょ
 

（
 
撰
 ）
 

 
 

し
て
役
立
つ
の
で
あ
る
。
 

(36   

 
 

 
 

の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
  

 



 
 

 
 

っ
て
、
ま
た
無
明
 
宙
 去
年
せ
 
ゅ
 ）
 

 
 

 
 

が
 聖
典
の
目
的
を
省
察
す
る
と
 

ム
し
 

 
 

 
 

伝
書
（
の
 
日
 三
）
の
 聖
句
 を
引
 

@
 
@
 
り
 
一
ト
ン
 

 
 

サ
ー
ハ
ス
リ
ー
ロ
の
散
文
篇
の
第
一
章
、
 

筆
 三
草
、
 第
三
章
の
各
章
は
聴
聞
、
思
 

 
 

 
 

ル
 
・
ハ
ッ
カ
ー
（
㌧
が
 三
 

 
 

（
 
丑
 ）
 

対
象
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
 

（
 
恭
 ）
 

の
世
の
す
べ
て
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

る
べ
き
 

 
 

 
 

、
ま
た
 

（
㏄
）
 

 
 

は
 知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

れ
る
べ
き
」
 

 
 

 
 

列
 に
取
ら
れ
 

 
 

 
 

構
成
し
て
い
 

 
 

 
 

こ
と
が
ら
に
 

 
 

 
 

」
と
が
ら
の
も
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

ャ
 ン
カ
ラ
は
 

 
 

 
 

口
を
 、
   

も
の
、
 
瞑
 

認
識
さ
れ
 

（
 簗
 。
 荻
 ，
 

る
べ
き
も
 

る
 0
 シ
ャ
 

関
し
て
、
 

つ
 意
味
に
 

そ
れ
ら
の
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（
 
的
 
@
 ）
 

 
 

 
 

口
占
 
ノ
パ
デ
 l
.
 
シ
ャ
 

 
 

 
 

勧
戒
（
 コ
ぞ
 が
日
が
）
は
 
ョ
 

 
 

 
 

含
む
。
こ
う
し
た
意
味
 

（
㏄
）
 

目
 せ
援
 当
世
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

（
で
曲
目
の
曲
名
 

ガ
甘
せ
囲
コ
曲
 

）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

れ
る
バ
ク
テ
ィ
が
 る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
っ
て
、
神
的
存
在
に
対
 

デ
ィ
ヤ
ー
 ナ
 そ
れ
 

 
 

 
 

わ
り
方
の
特
質
は
 、
瞑
 

 
 

 
 

ネ
し
あ
る
。
 
日
 ヴ
ィ
 ゼ
 
ノ
 ェ
 @
1
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

想
 ）
そ
れ
に
 ョ
｜
 

 
 

 
 

に
と
っ
て
は
、
 無
 

（
㏄
）
 

 
 

脱
が
保
証
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

ラ
ヒ
 に
従
っ
て
、
「
 心
 

（
 
綴
 ）
 

の
 活
動
の
抑
制
」
と
説
明
し
、
さ
ら
に
、
 

 
 

 
 

 
 

き
日
 崔
宙
 日
車
 

 
 

 
 

と
い
う
形
の
ユ
ま
・
 

(38) 38 



信仰の概念と 現実 

  
イ ン 御 念 ャ 
を l な な ソ 
" シ 反 共 カ 

知 ュ 暁 通 う 
識 ヮ し に が 

（うて 古 （いい 抱知 識 

  

  

  
テ ラ と 頒 
ィ ヒ と を 書 もに頚は（も ぎ a 
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｜
ダ
 ー
 ン
ど
 脈
の
人
々
 

 
 

 
 

シ
ャ
ン
カ
ラ
は
天
啓
 聖
 

 
 

容
し
、
 

 
 

 
 

）
等
の
か
よ
う
な
 

 
 

 
 

）
等
の
教
示
に
従
 

（
㏄
）
 

っ
て
、
実
行
せ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

Ⅰ
 せ
 

 
 

 
 

と
 身
体
を
深
遠
な
無
意
 

 
 

 
 

わ
れ
る
の
し
末
で
は
、
 

 
 

 
 

識
別
さ
れ
る
が
、
実
際
 

 
 

」
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

伝
え
ら
れ
て
き
た
 多
 

ク
 
テ
 

 
 

 
 

フ
 0
 千
一
一
元
論
哲
学
の
 

  



 
 

 
 

」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
 

 
 

 
 

絶
対
原
理
と
の
同
一
化
 

 
 

 
 

る
 0
 つ
ま
り
、
バ
ク
テ
 

 
 

 
 

身
適
 聖
な
る
知
識
）
で
 

 
 

 
 

愛
す
る
者
は
、
「
 
サ
ゥ
 

 
 

 
 

な
る
 0
 例
え
ば
、
 

 
 

 
 

ぃ
 瞥
見
を
与
 ，
ぇ
給
，
ぇ
 

。
 

 
 

 
 

は
 シ
ュ
リ
ー
・
シ
ャ
ー
 

 
 

 
 

カ
ラ
 に
よ
っ
て
始
め
ら
 

 
 

が
 、
今
日
で
も
、
そ
の
 
ょ
う
 に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

師
匠
 肛
 対
す
る
バ
ク
 

 
 

 
 

ク
テ
ィ
の
対
象
 
は
 特
に
 

  

 
 

 
 

リ
 
4
0
 
Ⅰ
 
日
 が
二
ロ
Ⅱ
 

0
 
イ
く
臣
 

）
 

 
 

 
 

伝
統
に
お
い
て
崇
拝
さ
 

 
 

 
 

は
 、
こ
こ
に
教
え
 

（
 
蛆
 ）
 

ら
れ
た
真
理
が
輝
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

が
 熟
し
た
と
 き
 、
そ
れ
 

（
 
蛇
 ）
 

 
 

 
 

「
サ
ウ
ン
ダ
ル
ヤ
・
 ラ
 

Ⅰ 40) 40 



 
 

信
  

 

 
 

て
 教
令
さ
れ
る
 力
ル
 

 
 

 
 

ク
テ
ィ
と
は
Ⅰ
り
に
、
 

口
 

 
 

 
 

の
 二
点
を
理
解
し
て
い
る
者
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    現実 

い で 

る い る 
彼 
ら 

Ⅰ・ tPe L 

と 
  

て 

  
ノン 

  
  
  
ほ 
  
  
ア 
  

よ 

@ 

も 

広 
し Ⅱ 

概 
念 
で，   

，む 
の 

状 
態 
ば 
か 
@ 
で、 

な 
@ 

具 
体 
的 
な 

行動 

を 
も 

表 
わ 
し 
て 

 
 

 
 

は
 、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
 人
 

 
 

 
 

つ
い
 
（
 
W
q
p
 

）
と
し
て
描
写
 

 
 

 
 

も
っ
と
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科
と
 
53 

上 にの神 て 木室 

                
  

と 民族代なつ そ向て           
    信 

観念 をそ 、 し シア 死のげ 者 埋 る 常   
C53) 

北
枕
 
孜
 



 
 

 
 

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
 

 
 

も
と
も
思
え
る
。
 

 
 

 
 

昭
和
五
三
年
八
月
の
 

 
 

 
 

と
の
こ
と
で
あ
る
。
 
そ
 

 
 

は
 他
の
俗
信
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

北
方
に
向
け
る
風
習
 

 
 

 
 

上
に
引
用
し
た
統
計
の
 

と
お
り
で
あ
る
。
な
ぜ
死
ぬ
と
北
枕
に
す
る
の
か
。
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

拾
っ
て
み
る
。
 

 
 

 
 

寝
さ
せ
る
。
阿
蘇
 地
 

 
 

 
 

0
%
 之
城
 で
は
之
を
枕
 

は
づ
 し
と
い
う
そ
う
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

死
人
の
上
に
 蚊
張
を
 

 
 

く
 。
そ
れ
で
平
常
は
斯
様
な
吊
り
方
を
忌
む
。
 

 
 

 
 

 
 

以
ノ
 
。
 

 
 

 
 

 
 

い
て
そ
の
枕
元
に
供
 ，
 
え
る
。
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奄
 普
遍
的
で
あ
る
か
ら
 

と
し
て
現
在
全
国
的
に
 

の
風
習
と
は
思
え
ぬ
の
 

・
北
向
き
の
項
目
が
 

 
 

 
 

。
は
一
体
い
つ
頃
か
ら
 

 
 

い
て
斉
藤
忠
氏
 は
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
ろ
う
」
 

 
 

 
 

平
安
時
代
か
ら
の
僧
侶
 

 
 

 
 

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
 

て
い
る
。
 

文
献
の
上
で
こ
れ
を
み
る
と
、
「
仝
口
車
次
第
 

口
に
、
 

 
 

 
 

に
て
を
わ
し
ま
さ
 

ば
 、
四
人
と
て
 御
廷
 を
お
こ
し
 昇
ぎ
 挙
ぐ
る
」
 

師
実
妻
 鹿
子
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
 

 
 

レ
め
姓
 

」
 

 
 

 
 

る
 「
流
し
 畳
 」
ま
た
は
「
 シ
キ
 

ゴ
ヒ
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顔
を
西
に
向
け
る
こ
と
は
斉
藤
氏
も
 

も
、
「
北
枕
」
は
釈
尊
 浬
 葉
の
故
事
に
 

（
 
7
 ）
 

る
 」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
 

の
み
と
は
言
い
切
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
 

の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
 

ぅ
 こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

最
近
発
刊
さ
れ
た
二
つ
の
葬
儀
事
典
で
 

 
 

東
枕
 ま
た
は
若
年
首
が
く
る
 よ
う
 に
 す
 

 
 

と
 現
在
の
風
習
は
必
ず
し
も
仏
教
の
影
響
 

 
 

げ
る
の
は
必
ず
し
も
仏
教
に
の
み
依
る
も
 

 
 

金
的
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
 

（
 
6
 ）
 

 
 

て
い
た
こ
と
は
い
え
る
」
 

 
 

 
 

く
 行
わ
れ
た
。
数
多
 

 
 

 
 

た
は
そ
れ
に
近
 い
方
 

 
 

 
 

べ
て
で
は
な
い
に
し
 

 
 

 
 

お
こ
な
わ
れ
た
と
 記
 

録
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

と
 考
え
ら
れ
る
。
 埋
 

 
 

 
 

面
の
状
態
が
発
見
さ
れ
 

 
 

 
 

骨
 が
発
掘
さ
れ
た
が
、
 

そ
れ
は
地
頭
位
仰
臥
の
伸
展
位
で
あ
っ
た
。
 

こ
う
し
た
点
か
ら
斉
藤
氏
は
結
論
づ
げ
て
、
 

(56)  56 



 
 

 
 

関
連
に
つ
い
て
は
後
 

 
 

 
 

の
 死
体
同
位
と
他
界
観
 

（
 
8
 ）
 

 
 

 
 

の
 資
料
は
極
め
て
 少
 

 
 

 
 

他
界
 は
 天
上
か
地
下
と
 

 
 

 
 

と
の
関
係
は
明
瞭
で
な
 

 
 

 
 

他
界
も
西
で
あ
り
、
 
ヤ
 

 
 

 
 

か
 、
も
し
く
は
北
方
 郷
 

 
 

 
 

を
 他
界
と
し
て
い
る
よ
 

 
 

 
 

が
 余
り
発
達
し
て
な
い
 

 
 

 
 

た
生
地
に
せ
 よ
、
 仮
の
 

 
 

」
と
し
て
い
る
。
 

（
 
9
 ）
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

島
の
原
始
マ
ラ
イ
 人
 
（
人
種
的
 

枕
 

 
 

 
 

ン
ビ
ン
・
シ
ャ
ク
 
ン
 に
 

@
 

 
  

 

 
 

子
供
は
東
面
、
大
人
は
 

一
 一
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以
上
 

 
 

 
 

い
 る
が
、
 い
 づ
れ
に
し
 

 
 

 
 

は
 他
界
の
方
位
と
元
来
 

 
 

 
 

心
と
す
る
場
合
と
、
 
足
 

 
 

す
る
場
合
と
三
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

す
な
わ
ち
層
位
的
に
 

 
 

 
 

「
一
般
に
死
体
の
向
 

 
 

 
 

る
こ
と
と
、
そ
れ
と
 観
 

 
 

 
 

な
っ
て
死
体
定
位
が
は
 

 
 

・
マ
ラ
イ
で
も
オ
ラ
ン
・
ブ
キ
で
も
、
 

マ
デ
ク
 ・
ジ
ャ
 
ク
ン
 、
ロ
ン
ビ
ン
・
 シ
 

 
 

 
 

オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
は
山
崎
美
恵
 

 
 

 
 

郷
 、
死
霊
・
祖
霊
の
国
 

 
 

 
 

割
の
関
係
に
つ
い
て
 

 
 

っ
 そ
 う
 本
質
的
な
も
の
へ
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
 

と
い
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
 

 
 

 
 

よ
う
 に
し
て
規
定
さ
れ
 

（
一
め
）
 

 
 

」
と
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

で
あ
る
 故
 、
他
界
観
 

(58) 58 



 
 

な
ら
ぬ
。
 

 
 

 
 

、
火
葬
を
主
と
す
る
 

 
 

 
 

み
穿
 と
い
う
地
形
的
 二
 

 
 

 
 

島
の
南
部
に
住
む
 

 
 

 
 

も
 方
位
と
宗
教
的
観
念
 

 
 

 
 

 
 

目
 
R
.
 モ
ス
 、
金
 

 
 

 
 

レ
 ・
 プ
 、
 肚
 A
 、
 ト
の
 
H
A
 
。
 つ
つ
 

 
 

 
 

の
国
の
方
位
、
祖
先
の
 

 
 

 
 

移
動
し
て
き
た
故
郷
の
 

 
 

 
 

い
ト
の
 

せ
下
 Ⅱ
の
 
オ
い
つ
 

の
Ⅰ
 
p
 抽
 o
.
 

 
 

 
 

調
査
し
た
結
果
、
「
 あ
 

 
 

 
 

る
 」
と
し
て
、
ム
ロ
湾
で
 

 
 

向
は
不
変
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

が
 生
じ
た
場
合
、
 及
 

 
 

 
 

東
向
き
に
埋
葬
さ
れ
る
が
、
 

 
 

 
 

ラ
シ
ア
の
古
い
狩
猟
氏
文
化
 

@
 

Ⅱ
Ⅱ
 

 
 

 
 

如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
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死
者
の
向
性
 

う
 な
っ
て
い
た
 

日
高
を
始
め
と
 

で
、
頭
を
東
に
 

と
し
て
西
頭
位
 

道
の
縄
文
後
期
 

遺
跡
の
場
合
、
 

こ
の
こ
と
か
ら
 

（
 
2
 ）
 

い
え
る
」
こ
れ
 

で
き
な
い
。
 但
 

が
い
わ
れ
て
 ぃ
 

上
述
の
説
も
あ
 

 
 

関
係
が
多
く
指
摘
さ
 

 
 

法
 に
つ
い
て
の
論
考
 

 
 

展
 葬
で
あ
り
、
そ
れ
 

 
 

に
 伺
っ
て
 行
 げ
る
 ょ
 

 
 

も
あ
る
。
秋
田
県
 能
 

 
 

し
な
い
か
と
推
定
し
 

 
 

そ
の
間
に
あ
る
も
の
 

 
 

は
 、
太
陽
の
出
も
し
 

 
 

れ
に
し
て
も
埋
葬
 と
 

 
 

物
を
東
の
窓
か
ら
 外
 

 
 

で
は
な
く
、
北
方
 ュ
 

る
こ
と
を
留
意
し
て
お
く
。
 

れ
て
い
る
が
 

（
 
1
 ）
 

が
あ
る
。
 
そ
 

は
 日
月
崇
拝
 

う
 に
し
た
も
 

代
に
西
頭
位
 

て
い
る
。
ま
 

が
二
二
例
、
 

く
は
日
没
の
 

方
位
指
向
と
 

に
 投
げ
る
と
 

｜
 ラ
シ
ア
 と
 の い が 方 外 た が の な れ   

わ
が
国
の
先
史
時
代
に
は
ど
 

に
よ
る
と
ア
イ
ヌ
の
葬
法
は
 

ど
 宗
教
的
観
念
に
 よ
 る
も
の
 

と
 思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
例
外
 

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
北
海
 

千
歳
市
の
 ウ
サ
 ク
マ
イ
墳
墓
 

側
に
あ
る
も
の
が
三
例
で
、
 

向
を
指
向
し
て
い
た
こ
と
が
 

一
定
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
 

っ
た
 風
習
か
ら
「
東
方
聖
祖
」
 

関
連
を
指
摘
し
た
大
林
氏
の
 

 
 

 
 

故
郷
つ
ま
り
民
族
移
動
 
0
 

 
 

 
 

 
 

と
死
者
の
国
も
し
く
は
）
 

 
 
 
 

 
 

 
 

い
る
。
 

（
 
0
 
2
 ）
 

 
 

一
 一
 



 
 

 
 

状
況
は
、
 酒
詰
 伸
晃
 

（
り
台
）
 

 
 

 
 

一
 
、
東
南
 位
セ
ニ
 、
北
北
 

 
 

 
 

こ
れ
を
要
約
す
る
と
 東
 

に
関
す
る
も
の
一
九
一
、
北
に
関
す
る
も
の
一
五
四
、
 

 
 

る
 。
が
ら
ん
 葬
位
の
ぃ
 

 
 

 
 

ぽ
 謙
次
氏
の
東
方
崇
拝
 

 
 

 
 

傾
斜
と
か
地
形
の
高
い
 

 
 

 
 

の
 結
び
つ
き
に
つ
い
て
 

も
 触
れ
て
い
な
い
。
 

 
 

 
 

と
 東
の
方
向
に
関
係
 

す
る
も
の
が
多
い
と
し
て
、
 

 
 

 
 

め
る
と
い
う
こ
と
に
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
は
重
要
 

で
あ
る
」
 （

 
舛
 ）
 

 
 

 
 

井
ケ
浜
 遺
跡
の
七
八
体
 

は
 殆
ど
東
 枕
 で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

門
部
南
北
の
主
軸
の
北
に
頭
 

 
 

 
 

に
 置
く
の
が
一
つ
の
定
型
と
 

@
 

Ⅰ
Ⅱ
 

 
 

 
 

代
 
（
古
墳
時
代
）
に
 
は
東
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の
上
か
ら
調
査
し
た
馬
渕
東
一
氏
の
小
論
 

 
 

い
て
二
つ
の
視
点
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
 

君
主
南
面
の
こ
と
は
「
周
易
説
評
伝
 
口
に
 

聖
人
南
面
面
 聴
 天
下
、
 郷
明
面
治
 。
 

 
 

従
っ
て
わ
が
国
の
「
 
化
 」
に
関
す
る
 

 
 

的
に
も
文
化
的
に
も
中
間
的
存
在
で
あ
る
 

観
念
的
諸
相
の
原
型
と
し
て
 

「
南
島
」
特
に
宮
古
島
・
 八
 

（
 
笏
 ）
 

に
よ
っ
て
、
日
本
文
化
に
お
 

ち
 
A
 
世
界
及
び
そ
の
中
で
 中

国
に
お
 

重
山
・
 沖
 

げ
る
「
 北
 」
 

0
 人
間
の
 

れ 十 て め え か う宛 V こ 
る 南 少 ち る に こ 。 ） 向 
で 面 し 入 と な の げ 
あ 」 で 口 共 っ よ る 
ち と も が に た り も 

四 ぅ か 静 南 、 が に の 
  が 

あ   る 
0 色 と 代 ら 古 と @ 

武 に い に の 代 と 

上 頭 5 % 素 の も 
」 部 こ げ 因 死 ヤア し 

な を と る は 体 
  

      

お と く つ 国 は 
向 
が 東に 起こな 、 ゴ が ヒ まり 先 、 目 

わ き 奥 入 祖 多 
立 
  

て   
よ れ る 南 も し 

き 
て 

う ば 。 に し か   
に 商 っ 向 く も 

な 面 ま げ ほ 北 
る 

っ す り る 大 同   

  

た わ い 白 倉 多 
の 
  

と が ぅ も 的 く つ 
一 な な の 

  

」   

避 す が が @/ 

め ら君 「 げない 明 い 
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北 枕 致  
 

 
 

相
関
々
係
に
あ
る
こ
と
 

 
 

 
 

つ
か
の
部
分
に
分
け
て
 

 
 

 
 

る
 0
 こ
の
こ
と
に
つ
い
 

 
 

 
 

げ
で
あ
り
、
馬
渕
 氏
は
 

（
 
㍉
）
 

的
 

 
 

 
 

理
し
て
い
る
。
 

社
会
的
に
ほ
男
性
 ｜
 優
位
１
束
・
高
１
 右
 １
室
 

女
性
 ｜
 劣
位
１
面
・
 
北
｜
左
｜
俗
 

宗
教
的
に
は
女
性
 ｜
 優
位
１
束
・
 
北
｜
右
 １
室
 

男
性
 @
 劣
位
 i
 西
 ・
高
１
 左
 l
 俗
 

 
 

 
 

は
 屋
内
の
神
・
仏
壇
の
 

 
 

 
 

所
在
と
か
か
わ
り
な
し
 

（
 
然
 ）
 

 
 

」
 

 
 

 
 

は
 
「
地
形
そ
の
他
 支
 

 
 

 
 

、
と
に
角
、
人
間
本
位
 

 
 

 
 

位
は
装
 ら
な
い
」
と
い
 

（
 
鴉
 ）
 

ぅ
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ね
 、
観
念
 づ
 げ
ら
れ
 

て
 ぎ
た
か
。
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東
海
大
学
古
典
叢
書
 

 
 

 
 

ゴ
 Ⅱ
 
臣
 p
.
 Ⅰ
 0
 コ
口
 
0
 コ
 ・
 ト
 ㏄
の
め
 

 
 

 
 

あ
り
、
近
く
は
松
田
稔
 

（
㏄
）
 

氏
 の
 好
論
 が
あ
る
。
 

 
 

」
す
な
わ
ち
招
魂
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

中
屋
北
面
 招
以
 /
 衣
 。
 

日
ニ
草
莱
優
二
 一
 
。
…
…
」
 

 
 

（
 
綴
 ）
 

 
 

 
 

と
い
う
。
 檀
 日
下
 に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
 」
と
あ
り
、
そ
の
 鄭
 

 
 

 
 

壁
際
に
頭
を
左
（
中
国
 

人
 ほ
こ
れ
を
 東
 と
い
う
）
に
し
て
氷
床
に
寝
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
 に
あ
り
、
 段
 周
の
時
 

ま
ヒ
 

 
 

 
 

そ
の
過
程
を
葬
法
の
上
 

（
 
叶
ぬ
 

）
 

 
 

 
 

頭
位
地
頭
位
吾
一
で
あ
 

 
 

 
 

二
 と
な
っ
て
、
「
概
し
 

 
 

 
 

期
 …
…
は
光
頭
位
へ
の
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

そ
の
論
ず
る
と
こ
ろ
に
 

 
 

 
 

葬
は
頭
位
は
固
定
し
て
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い
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

い
る
の
で
、
そ
こ
に
 

 
 

 
 

す
る
定
住
化
に
伴
っ
 

（
 
銘
 ）
 

 
 

の
と
考
え
る
」
 

 
 

 
 

余
地
は
な
い
 0
 た
だ
、
 

 
 

 
 

生
産
形
態
か
ら
も
い
い
 

 
 

 
 

て
は
、
古
代
中
国
が
持
 

 
 

 
 

あ
り
、
「
生
気
の
始
め
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

「
圭
三
千
 
廣
 -
 
棟
 二
話
子
道
 
 
 

 
 

「
 し
Ⅰ
Ⅱ
 

い
 

 
 

 
 

で
 礼
記
 檀
弓
下
の
 
「
 葬
 

 
 

 
 

段
 の
 約
 王
は
首
都
の
北
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
万
物
を
蔵
 す
 

 
 

 
 

星
 と
共
に
北
斗
が
黄
帝
 

（
 
町
 ）
 

 
 

 
 

ま
、
 

サ
 

 
 

 
 

ほ
 で
は
、
ま
ず
北
方
を
遥
拝
 

 
 

 
 

を
 祀
る
天
壇
（
 北
 ）
 、
 地
を
祀
 

@
 

（
 
乾
 ）
 

Ⅰ
Ⅱ
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げ
て
床
を
用
意
し
て
 

（
㏄
）
 

 
 

経
口
を
引
用
す
る
。
 

な
ど
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

故
 健
ニ
 
敷
 "
 
座
北
向
ぺ
 

 
 

 
 

 
 

の
文
 

 
 

 
 

体
 時
世
尊
、
 
与
 

 
 

而
臥
 、
 如
 師
子
 眠
 、
 端
 
正
念
上
，
 

、
 
U
 
（
 
4
 
4
 

@
 
）
 

(66)  66 

の も 
大 世 吉 状 の 冒 

五 

    
ょ は ら 

  

  
黙 念 は 北 

ト 」 

ま -   
大 経 わ は 

    
釈 響 
尊 に 

休時 浬 よ 

穏 る 

の
で
あ
る
。
 



北 枕 孜 

く
れ
。
 

 
 

 
 

い
た
 0
 そ
こ
で
尊
師
 

 
 

 
 

て
い
た
」
 

 
 

 
 

村
 氏
は
日
大
。
ハ
リ
 二
 

 
 

 
 

歴
史
的
人
物
と
し
て
の
 

（
 
仰
 ）
 

 
 

 
 

6
 点
で
注
目
す
べ
き
経
典
と
い
え
る
。
 

 
 

臥
 左
腕
 著
地
 。
 仏
是
 

 
 

 
 

重
ね
る
」
と
い
う
 二
 

 
 

 
 

が
 大
衆
の
中
に
い
る
の
 

（
 
毬
 ）
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
 

 
 

 
 

臥
床
す
る
時
の
姿
勢
で
 

も
あ
る
。
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
第
百
九
十
一
巻
 に
 

 
 

（
 
即
 ）
 

 
 

 
 

の
 故
事
が
あ
る
。
す
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

使
畳
 僧
伽
腰
文
頭
 右
 

 
 

。
 告
 諸
大
衆
。
汝
等
大
師
 眠
如
 弦
月
。
 

（
 
口
 
Ⅱ
）
 

ま
た
「
 出
曜
経
恋
怒
 品
目
 に
 

67 (67) 



 
 

 
 

而
臥
 。
世
尊
 亦
が
 。
 

 
 

 
 

二
枚
。
 謂
 後
園
死
者
 乃
 

 
 

 
 

。
正
二
 
拘
月
 城
 中
諸
カ
 

 
 

 
 

コ
蔑
 我
等
前
事
 -
 
光
 足
 

 
 

 
 

-
 
北
首
面
妖
。
 

 
 

 
 

仏
教
徒
に
よ
っ
て
 加
 

（
 
弘
 ）
 

 
 

巻
の
諸
説
の
一
説
を
引
用
し
て
い
る
。
 

 
 

外
絨
気
遠
徹
 

 
 

 
 

第
三
五
に
は
比
丘
は
師
 

（
 
乾
 ）
 

 
 

 
 

っ
 た
こ
と
で
な
く
、
 
い
 

 
 

 
 

た
 面
面
と
も
限
ら
れ
た
 

 
 

 
 

た
の
か
。
 
っ
づ
 め
て
い
 

 
 

な
 意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
 

 
 

 
 

二
 
久
住
二
化
万
 -
 
」
で
あ
 

 
 

 
 

は
 阿
弥
陀
仏
及
び
無
量
 

 
 

 
 

引
用
し
て
「
仏
の
入
滅
 

（
⑬
）
 

 
 

 
 

大
辞
典
・
四
・
三
七
五
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%
 
欲
得
 睡
媒
 。
天
神
 

 
  

 



コヒ 枕 孜  
 

 
 

シ
ミ
ー
ル
に
か
け
て
は
 

 
 

 
 

ろ
 う
か
 。
一
方
、
中
村
 

 
 

 
 

直
に
北
首
す
る
こ
と
で
 

 
 

 
 

の
と
さ
れ
て
い
る
」
と
 

（
 
防
 ）
 

 
 

 
 

い
え
 よ
う
 。
 

 
 

 
 

周
知
の
こ
と
で
あ
る
 

（
 
携
 ）
 

 
 

 
 

み
る
と
 

 
 

師
弟
の
礼
を
い
 う
 。
 師
 

 
 

 
 

問
 舌
ロ
。
 
此
為
 何
人
。
 

 
 

 
 

大
地
。
…
…
数
年
 小
 

 
 

 
 

駕
出
 北
城
門
。
天
役
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
あ
る
。
ま
た
四
二
斗
 
刀
 

（
 
甜
 ）
 

 
 

 
 

・
死
人
を
見
て
無
常
を
 

 
 

こ
れ
ら
が
定
型
化
し
て
四
門
出
遊
の
伝
説
と
な
っ
た
」
 と
さ
れ
て
い
る
。
（
 

8
 
5
 
 

）
 
し
か
 

 
 

 
 

宗
教
的
に
）
意
識
さ
れ
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

」
の
観
念
に
よ
る
も
の
 

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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リ
 ー
 女
神
へ
の
供
物
 

 
 

 
 

、
ド
ラ
カ
ー
リ
ー
 
（
 不
 

 
 

 
 

神
 ）
と
に
供
物
を
供
 

ぅ
 べ
し
」
 

 
 

え
 よ
 う
 。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
方
位
 観
 の
一
端
が
 窺
 

も
つ
ハ
ー
ル
ン
ダ
 鳥
 

口
に
 ょ
 れ
ば
、
北
方
 

ほ
 樹
木
に
生
ず
る
。
 

は
す
で
に
古
く
 ヴ
ェ
 

ン
教
 ・
仏
教
・
ジ
ャ
 

 
 

 
 

く
 、
イ
ン
ド
ラ
神
は
 

か
れ
ら
の
望
み
を
雨
の
よ
う
に
注
ぐ
と
い
う
」
 

 
 

 
 

正
税
と
並
ん
で
 北
ク
 

 
 

 
 

が
 想
定
さ
れ
て
い
た
こ
 

レ
 Ⅰ
 @
 

 
 

的
 因
由
と
い
え
 よ
う
 。
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北 枕 致 

 
 

 
 

上
駒
条
件
に
お
い
て
 

（
 
巳
 ）
 

 
 

 
 

の
 理
想
 国
 を
そ
こ
に
 求
 

 
 

 
 

国
 」
へ
の
ノ
ス
タ
ル
 ヂ
 

 
 

 
 

ア
ー
リ
ア
ン
民
族
の
出
 

白
 が
こ
こ
に
一
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

㏄
）
 

る
 「
仏
教
中
国
」
の
 
北
 

 
 

氏
は
 次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

の
神
話
的
伝
承
を
受
 

 
 

 
 

さ
め
た
舎
利
 壺
が
発
 

 
 

 
 

て
は
現
存
最
古
の
も
 

 
 

 
 

め
ら
れ
る
。
も
し
も
 

 
 

 
 

こ
と
に
な
る
」
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

し
て
も
 非
 ア
ー
リ
ア
 

 
 

 
 

あ
っ
た
こ
と
は
、
中
村
 

（
 
卸
 ）
 

 
 

 
 

フ
ヤ
 で
あ
り
、
後
に
 阿
育
 

（
 
6
 
8
 ）
 

（
㏄
）
 

方
 に
当
 る
 。
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
中
村
元
良
 

 
 

 
 

意
見
と
な
っ
て
い
る
。
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て
 
イ
ソ
 
ド
 ・
ア
ー
リ
ア
 

（
㏄
）
 

ン
系
と
 

イ
ラ
ン
 

人
 
と
は
分
離
し
た
と
推
論
し
て
い
る
。
 

  

 
 

進
 し
て
 
北
 イ
ソ
 
ド
中
 

（
 
れ
 
）
 

（
 
Ⅱ
）
 

竹
 

  

 
 

し
て
お
り
、
体
質
人
類
 

（
 
乃
 
）
 

  

  

と
さ
れ
る
。
 

イ
 ソ
 
ド
 ・
 

  

 
 

 
 

  

  

一
 
つ
，
ヤ
 

Ⅲ
 
円
ぬ
 

鹿
が
 

ト
 
あ
っ
た
 

，
ダ
 

」
 

  

  

古
代
イ
ソ
 

ド
 
人
の
北
方
 

  

  

も
か
か
わ
り
の
あ
る
こ
 

  

 
 

の
 
生
産
形
態
を
農
耕
に
 

  

 
 

乙
ノ
 

。
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北 枕 致 

 
 

 
 

「
北
枕
 忌
 」
 
ほ
 一
般
 

 
 

 
 

必
ず
し
も
「
 北
 」
と
は
 

 
 

 
 

」
れ
に
加
え
る
に
地
形
 及
 

 
 

 
 

「
 頭
 北
面
面
」
の
体
位
 

 
 

 
 

 
 

 
 

棚
 ・
仏
壇
 は
 北
向
き
を
 

「
北
方
楽
土
」
と
「
 北
 

 
 

 
 

ン
ド
 に
お
け
る
民
族
的
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

ね
 、
「
洗
濯
物
を
北
 

 
 

 
 

や
や
か
ん
の
口
を
む
 け
 

（
 
乃
 ）
 

（
 
托
 ）
 

 
 

 
 

ち
 」
を
忌
む
。
こ
れ
と
 

 
 

 
 

い
て
は
改
め
て
考
証
す
 

 
 

 
 

と
の
 ム
ロ
摺
の
上
に
「
 北
 

 
 

 
 

ル
 に
お
い
て
逆
転
し
て
 

 
 

様
で
あ
る
こ
と
は
い
 う
 ま
で
も
な
い
。
 

"
"
"
"
 

」
 
"
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（
 2
 
2
 ）
 

（
 2
 
1
 ）
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

（
け
り
）
 

（
 3
 ）
 

（
Ⅱ
 

叫
 一
）
 

（
一
め
）
 

（
 6
 ）
 

（
 け
 ）
 

（
 ）
Ⅰ
 

8
 
上
 

（
㎎
）
 

（
 2
 
0
 ）
 

（ 0 1 ， 3 、 ¥ ，， 2 @ ， @¥ヾT 1 B@ 
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） 

平
凡
社
・
世
界
百
科
辞
典
・
七
・
二
 0
 九
頁
。
 

柳
田
国
男
・
葬
送
習
俗
語
彙
・
一
八
、
二
 0
 、
二
一
頁
。
 

井
之
 日
章
次
・
仏
教
以
前
・
二
三
四
頁
。
 

 
 

一
山
八
一
日
 

メ
 
。
 

斉
藤
忠
・
「
墳
墓
」
・
日
本
史
小
百
科
・
六
四
頁
。
 

回
書
・
 エ
 
八
五
頁
。
 

 
 

井
 正
雄
監
修
・
葬
儀
大
事
典
・
 六
 0
 五
頁
。
 

 
 

回
書
・
 三
 上
八
一
頁
。
 

回
書
・
大
上
八
三
、
六
上
八
四
頁
。
 

回
書
・
六
八
八
頁
。
 

回
書
・
 六
 Ⅰ
八
五
頁
。
 

回
書
・
一
四
八
頁
。
 

宗
教
学
辞
典
・
六
七
七
頁
以
下
。
 

 
 

 
 

ぬ
内
賞
 美
男
 訳
 ・
人
類
と
論
理
・
一
一
 
0
5
 
一
一
一
頁
。
 

吉
田
 禎
吾
 ・
宗
教
と
世
界
観
・
一
一
八
頁
。
 

宮
本
 延
人
 ・
バ
リ
島
の
研
究
・
一
七
頁
。
 

大
林
太
良
・
葬
送
の
起
源
・
七
九
 5
 八
四
頁
。
 

周
書
・
八
四
頁
。
 

周
書
・
 八
 0
 頁
 。
 

藤
本
英
夫
・
墓
地
・
社
会
思
想
 社
 ・
 一
 0 一
頁
以
下
。
 

司
書
・
一
七
五
頁
。
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正
蔵
・
 
ニ
 ・
七
五
 
0
 真
下
 
5
 七
五
一
頁
 
上
 。
 

 
  

 

代
の
 エ
ス
プ
リ
、
一
一
一
口
 

万
 
）
二
三
 5
 二
三
頁
。
 

周
書
・
七
頁
。
 

回
書
・
 一
 0S
 一
一
頁
。
 

 
 

・
十
五
巻
十
号
。
 

司
書
・
七
頁
。
 

回
書
・
十
二
頁
。
 

回
書
・
十
三
頁
。
 

 
 

・
宗
教
研
究
二
四
 
0
 号
 。
 

池
田
末
利
訳
註
・
儀
礼
・
第
四
巻
土
貢
 註
十
 。
 

 
 

ヴ
ヨ
 ，
 m
,
 
べ
 
・
（
中
国
宗
教
制
度
 
拳
 二
、
三
頁
）
 

松
田
・
上
掲
論
文
・
四
七
頁
。
 

司
書
・
五
五
頁
。
 

 
 

収
 。
 

松
田
・
上
掲
論
文
・
五
七
頁
。
 

同
室
田
・
五
七
 

ち
 五
八
頁
。
 

道
端
長
芳
・
仏
教
と
儒
教
・
 レ
グ
 レ
ス
文
庫
・
 
三
 二
頁
。
 

池
田
末
利
・
儀
礼
・
第
四
幸
二
二
五
六
頁
。
 

し
の
の
 
ぺ
 
0
o
 
叶
 Wo
 
つ
り
 ～
 
n
 
：
 せ
 
0
 ノ
コ
 H
.
 
ワ
の
 ㏄
 
肚
 

 
 

 
 

日
夏
。
 

正
蔵
・
一
・
二
一
頁
 上
 。
 

正
蔵
一
・
一
九
九
頁
上
。
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（
 
W
 ）
司
書
・
一
一
一
二
二
（
，
三
頁
。
 

 
 

仏
教
大
辞
典
・
 ニ
 ・
一
七
八
五
二
六
頁
。
 

（
 
弗
 ）
正
蔵
・
二
七
・
九
五
 セ
 真
上
。
 

（
㏄
）
正
蔵
・
二
四
・
二
 0
 三
頁
上
。
 

（
 
皿
 ）
正
蔵
・
四
・
六
九
六
頁
 中
 。
 

（
 諺
 ）
正
蔵
・
一
二
丁
 五
 0
 セ
頁
 上
。
 

（
㏄
）
矢
吹
慶
輝
・
阿
弥
陀
仏
の
研
究
・
 一
 三
二
頁
。
 

（
 
M
 ）
正
蔵
・
二
七
・
九
五
六
頁
 下
 。
 

 
 

。
中
村
元
・
ヒ
ン
ド
ウ
 教
 ・
世
界
宗
教
史
叢
書
・
二
九
頁
。
 

（
㏄
）
正
蔵
・
三
・
四
六
六
頁
 下
ち
 四
六
七
頁
 中
 。
 

（
 
田
 ）
望
月
仏
教
大
辞
典
・
九
・
三
四
五
頁
 下
 。
 

 
 

 
 

（
㏄
）
中
村
元
・
仏
教
語
大
辞
典
・
 下
 ・
一
二
四
八
頁
。
 

（
㏄
）
田
辺
 繁
子
訳
 ・
マ
ヌ
法
典
・
岩
波
文
庫
・
 八
 0
 頁
 。
 

（
㎝
）
藤
田
宏
遠
・
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
・
四
九
一
頁
。
 

（
㏄
）
岩
本
裕
・
極
楽
と
地
獄
・
三
一
新
書
・
 一
 0 ニ
 
ハ
頁
。
 

（
㏄
）
藤
田
・
上
掲
 書
 ・
四
九
三
頁
。
 

（
㏄
）
 同
 き
日
・
 

同
頁
 。
 

（
㏄
）
中
村
元
・
コ
ー
タ
 マ
 ・
フ
ッ
 
ダ
 ・
一
四
 
1
 一
五
頁
。
 

 
 

 
 

文
化
的
に
も
ア
ー
リ
ア
 

 
 

仏
教
史
上
・
世
界
宗
教
史
叢
書
・
七
四
 S
 セ
 五
頁
。
 

（
㏄
）
中
村
・
コ
ー
タ
 マ
 ・
フ
ッ
 
ダ
 ・
一
五
 
1
 一
山
ハ
頁
。
 

（
㏄
）
望
月
仏
教
大
辞
典
・
三
・
二
九
三
四
頁
。
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頁
 。
 

（
 円
 ）
奈
良
康
明
・
上
掲
 書
 ・
二
四
頁
。
 

 
 

頁
 。
 

（
 
B
 ）
三
森
定
男
・
印
度
未
開
民
族
・
 四
 0
 頁
 。
 

 
 

万
 民
族
誌
叢
書
 五
 ・
印
度
・
二
三
ち
二
四
頁
。
 

 
 

 
 

（
 托
 ）
中
山
太
郎
・
日
本
民
俗
学
辞
典
，
補
遺
・
二
五
頁
。
 

（
 
w
 ）
 建
 徳
 忠
 ・
増
訂
沖
縄
の
習
俗
と
信
仰
・
一
六
四
頁
。
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